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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第４部門第１区分
【発行日】令和2年4月16日(2020.4.16)

【公開番号】特開2020-7748(P2020-7748A)
【公開日】令和2年1月16日(2020.1.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-002
【出願番号】特願2018-128165(P2018-128165)
【国際特許分類】
   Ｅ０６Ｂ   1/60     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｅ０６Ｂ    1/60     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月9日(2020.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係る建材の連結具が適用されている開き戸装置の
全体正面図である。
【図２】図２は、開き戸装置側の建材となっているドア枠を示す全体正面図である。
【図３】図３は、第１連結具と第２連結具により、ドア枠と、躯体側の建材となっている
補強部材とを、補強部材に取り付けられている補助部材を介して連結している構造を示す
全体正面図である。
【図４】図４は、図３のＳ４－Ｓ４線断面図である。
【図５】図５は、図３で示されている第１連結具の全体を、図３及び図４で示されている
補助部材を含めて示した斜視図である。
【図６】図６は、図５の正面図である。
【図７】図７は、第１連結具及び第２連結具の構成部材となっている第１連結部材を示し
、（Ａ）は平面図、（Ｂ）は側面図、（Ｃ）は底面図、（Ｄ）は背面図である。
【図８】図８は、荷重が作用したときの第１連結部材を示し、（Ａ）は平面図、（Ｂ）は
側面図、（Ｃ）は底面図である。
【図９】図９は、第１連結具の構成部材となっている第２連結部材を示し、（Ａ）は側面
図、（Ｂ）は背面図である。
【図１０】図１０は、図５及び図６で示されている第１連結具の第１連結部材と第２連結
部材が平行又は略平行となっているときの状態を実線で示した正面図である。
【図１１】図１１は、第１連結部材と第２連結部材が図１０の実線で示した状態になって
いるときにおける第１連結具を示す側面図である。
【図１２】図１２は、図１１のＳ１２－Ｓ１２線断面図である。
【図１３】図１３は、第１連結部材と第２連結部材が図５及び図６で示されているように
くの字状となっているときにおける第１連結具を示す側面図である。
【図１４】図１４は、図１３のＳ１４－Ｓ１４線断面図である。
【図１５】図１５は、第１連結部材及び第２連結部材を図４の補強部材に取り付けられた
補助部材に結合具で結合する以前の状態を示す図４と同様図である。
【図１６】図１６は、第１連結部材及び第２連結部材を二点鎖線で示した補強部材に結合
具より結合したときの状態を示す図１３と同様の図である。
【図１７】図１７は、図１６のときの状態を示す図４と同様の図である。
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【図１８】図１８は、図１６及び図１７の状態のときに第１連結具の第１連結部材が被係
止部材となっている中心軸に係止していることを示す拡大断面図である。
【図１９】図１９は、第１連結部材及び第２連結部材を補強部材に取り付けられた補助部
材に、中心軸の軸方向における同じ側に配置された結合具により結合したときの状態を示
す図１６と同様の図である。
【図２０】図２０は、図１９のときの状態を示す図４と同様の図である。
【図２１】図２１は、図１９及び図２０で示した結合具を適用できる建物の構造を示す平
断面図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　これにより、第１連結部材２１の全体では、２個の連結部２６におけるそれぞれのドア
枠２側の端部２６Ｂの形状が、ねじり角度βのために、第１連結部材２１の内側へ閉じた
逆ハの字状となる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　上述したようにして複数個の第１連結具２０Ａを側枠部材２Ａ，２Ｂと補強部材７との
左右方向の間隔、及び上枠部材２Ｃと補強部材７との上下方向の間隔に挿入した後に、作
業者は、それぞれの第１連結具２０Ａにおける第１連結部材２１と第２連結部材２２のう
ち、少なくとも一方の連結部材を他方の連結部材に対して中心軸２４を中心に側枠部材２
Ａ，２Ｂ側や上枠部材２Ｃ側とは反対側に回動させる作業を行う。この回動作業は、例え
ば、第１連結部材２１の図７で示した第２孔２９や第３孔３０、第２連結部材２２の図９
で示した第２孔３８や第３孔３９に工具等を挿入することにより実施できる。
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